
アメリカ英語における関係代名詞の用法について

原
__ti_.

1.序

現 代 英 語 で 関 係 代 名 詞 に 分 類 され て い る もの に,who,which,whom,whose,thatが あ る 。 こ

れ らの どれが 使 用 され る か は,文 中 の先 行 詞 と格 に よっ て 決 定 され る。 つ ま り,先 行 詞 が 人 で 主

格 な らwhoかthat,目 的格 な らwhomかthatかwho,先 行 詞 が 物 で主 格 か 目的格 な らwhichか

that,所 有格 な ら先 行 詞 が 人 で も物 で もwhoseが 用 い られ る と され て い る 。

しか し実 際 に使 わ れ て い る英 語 は,必 ず し もそ の よ うな英 文 法 の規 則 に則 っ て い る とは 限 らな

い 。 そ こで 本 論 で は,ア メ リカ の代 表 的 な 日刊 新 聞TheNewYoYkTimesのEditorials/Op-Edお よ

びHarryPotterの ア メ リ カ版 に使 用 され た 関 係 代 名 詞 を 調 べ,現 代 ア メ リ カ英 語 に お け る関 係

代 名 詞 の 用 法 を分 析 して み た い 。 以 下,第2節 で 日本 の 学 校 文 法 にお け る関 係 代 名 詞 の説 明 を概

観 す る。 第3節 でTheIJewYorkTimesに つ い て分 析 し,第4節 でHarryPotterを 分 析 す る。 第5

節 は 結 語 で あ る。

2.学 校文法 における関係代名詞

一般 に学 校 文 法')で は
,関 係代 名 詞 を次 の よ う に分 類 して い る。

主格 所有格 目的格

人 who/that whose whom/that/who

物 which/that whose/ofwhich which/that

これらの関係代名詞のうち,目 的格のもののみ省略可能2}と され,特 に口語では省略 されるの

が一般的とされる。また,関 係代名詞には制限用法と非制限用法があるが,thatに は制限用法 し

かない。さらに,他 の関係代名詞には 「前置詞+関 係代名詞」という形が可能であるが,that

にはその形が存在 しない。 しかしthatは,先 行詞が人であっても物であっても,ま た,主 格と

しても目的格 としても用いられる。特 にthatが 好んで用いられるのは,先 行詞に形容詞の最上
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級(the‐est,themost_),序 数(thefirst,thesecond,thelast,etc.),theonly,thesame,thevery,

al1,any,every,noな ど が 含 ま れ る 場 合,先 行 詞 が 「人+物 」 の 場 合,先 行 詞 が 疑 問 詞 で あ る 場 合

で あ る 。 ま た,ど う い う 関 係 代 名 詞 で あ れ,先 行 詞 が 固 有 名 詞 の 場 合 は,基 本 的 に 非 制 限 用 法 で

しか 用 い ら れ な い 。 制 限 用 法 は 先 行 詞 を 後 置 修 飾 し て 限 定 す る 用 法 で あ る た め,す で に 限 定 さ れ

て い る 固 有 名 詞 が 先 行 詞 の 場 合 は,同 じ名 前 の 人[物]が 複 数 存 在 す る な ど の 特 殊 な 場 合 を 除 き,

不 自 然 だ か ら で あ る 。

(1)a.Janehastwochildren{who/thatgotocollege.

b.ThePotomacistheriver3which/thanflowsthroughWashingtonD.C.

c.Doyouknowsomeonewhosefatherisadoctor?

d.Wouldyouhandmethatbook3whosecover/thecoverofwhichisblue?

e,MargaretThatcherisawoman}whom/that/who/一}Irespect.

f.Thisisthedog3which/that/一{Isawintheparkyesterday.

(2)a.Johnsoldtheviolin,which/*thathisex-wifegavehimfiveyearsago.

b.工haveneverbeentothehousein{which/*that}mygrandparentsusedtolive.

(3)a.Jamesistheonlystudentthatpassedtheexam.

b.Lookatthemanandhisdogthatarewalkingacrossthebridge.

c.Whothatisunderfivewoulddosuchathing?

(4)a.TomorrowI'llintroduceyoutoPaulJohnson,whoisoneofmycolleagues.

b.IheartherearequiteafewTanakasinyourcompany.YesterdayImetthe

Tanakawhoisユ90cmtalLDoyouknowhim?

し か し,以 上 の 説 明 に つ い て は,若 干 の 問 題 点 が あ る 。 ま ず,Leech(1989),石 川(2000)で

指 摘 さ れ て い る よ う に,whichと い う 関 係 代 名 詞 はthatほ ど メ ジ ャ ー な も の で は な く な っ て き て

い る の で は な い か と い う点 で あ る3〕。

(5)Weusethatcommonlyinsteadoflvhichespeciallyin<speech>.Butwhichisusedin

non-definingclauses.‐Leech(1989)

(6)… 現 代 英 語 に お い て,制 限 節 中 で 物 を 受 け る 関 係 代 名 詞 は,そ の9割 以 上 がthatで あ

る … 。 一 石 川(2000)

次 に,先 行 詞 にtheonly,allな ど が つ く,い わ ゆ るthatが 好 ん で 使 わ れ る と さ れ る 場 合 で も,人

が 先 行 詞 の 場 合 はthatが 使 わ れ な い こ と が 多 い の で は な い か と い う 点 で あ る4)。 『旺 文 社 レ ク シ

ス 英 和 辞 典 』 に よ れ ば,(7a)に お け るthatの 使 用 率 は31%,whoは77%,(7b)のthat使 用 率
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は36%,whoは76%だ とい う。「人が 先 行 詞 な の だ か らwho」 とい う回 答 が 多 か っ た とい う こ と

で あ る。

(7)a.Johnistheonlystudent3that/who{cansolvetheproblem.

b.Alltheprisoners3that/wholtriedtoescapewerepunished.

ま た,文 法 書 に 明 白 に 記 載 さ れ て い るわ け で は な い が,石 田(2002),坂 井(2003)が 指 摘 して

い る よ う に,日 本 人 英 語 学 習 者 の 中 に は,「 関 係 代 名 詞 が 制 限 用 法 の場 合,先 行 詞 に な る名 詞 は

後 続 の 関 係 詞 節 に よ っ て 限 定 され る の で,不 定 冠 詞a/anで は な く定 冠 詞theを つ け な け れ ば な

らな い」 と思 い込 ん で い る人 が 結 構 い る。 しか し実 際 に は,ニ ュ ア ンス の違 い は あ る もの の,先

行 詞 に は不 定 冠 詞 も定 冠 詞 も用 い られ る5}。

(8)a.Thisisahat3which/that/一}Iboughtlastweek.

b.Thisisthehat3which/that/一}Iboughtlastweek.

そ こで 本 論 で は,こ れ らの 問 題 点 を踏 ま え,物 を受 け る 関係 代 名 詞,人 を受 け る 関係 代 名 詞 の

制 限 用 法 と非 制 限 用 法 を調 べ,分 析 を行 い た い 。

3.TheNewYorkTimesの 調 査 結果

前節で見たように,関 係代名詞の用法については,先 行詞がどのようなものか,制 限用法か非

制限用法か,関 係代名詞が前置詞を伴っているか,と いったことが問題になりやすい。本論では,

以上のようなことに注 目し,TheNewYorkTimesの2003年6月 から8月 までの3ヶ 月間における

Editorials/Op-Edを データとして用い,検 索を行った。以下では,大 きく3つ の項 目に分けて検

索結果を分析 していく。第一に,物 が先行詞で関係代名詞が前置詞を伴わない場合,第 二に,人

が先行詞で関係代名詞が前置詞を伴わない場合,第 三に関係代名詞が前置詞を伴う場合を見る。

3.1.物 を先 行 詞 と す る前 置 詞 を伴 わ な い関 係 代 名 詞

まず,関 係 代 名 詞 が物 を先 行 詞 と し,前 置 詞 を伴 わ な い場 合 に つ い て,6つ の カ テ ゴ リー に 分

け て見 て い く。 第一 に,(9)の 例 に見 られ る よ うな,先 行 詞 が 「不 定冠 詞+物 」 の場 合 に つ い て 集

計 してみ た。 こ こ で は不 定 冠 詞 を拡 大 解 釈 して,「one+物 」 も含 め て あ る。

(9)a.Thecityisstrugglingwithadesperatebudgetcrisisthathasforcedtaxestothe

breakingpoint.(June21,2003)

b.InarecentinterviewwithLeFigaro,Mr.Bushalsoadoptedalessbullyingtone,

・
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whichwehopehemaintains....(June1,2003)

c.Itseemsalmostunbelievablethatanelectricalgridwhosereliabilityhad

supposedlybeenbolsteredaftersevereblackoutsin1965and1977nevertheless

failedinamatterofsecondsonThursday....(August16,2003)

結 果 は 表1の 通 り,制 限 用 法 の 場 合 は 主 格,目 的 格 と も す べ てthat,非 制 限 用 法 の 場 合 は 主 格,

目 的 格 と もす べ てwhichで あ っ た 。 ま た 所 有 格whoseは,制 限 用 法 が1例 の み 検 索 さ れ た 。

表1先 行 詞 が 「不 定 冠 詞+物 」 の 場 合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的 格) which(目 的 格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

74 0 0 3 1 0 4 0 0 3

第 二 に,⑩ の よ う な,先 行 詞 が 「定 冠 詞+物 」 の 場 合 を 見 て み た 。 こ こ で は 定 冠 詞 を 拡 大 解 釈 し

て 「that/those+物 」,「this/these+物 」 も含 め て あ る 。

(10}a.Theinternationalcontrolsthatcontainedthespreadofnuclearweaponsfor

decadesarecrumbling.(July27,2003)

b.Thebenefits,whichwouldnotkickinuntil2006,arerelativelygenerousforlow-

incomepatients....(June16,2003)

c.Onlypublicgroupscancontroltheuseofthesedrugs,whoseshape,colorand

packagingmustbedistinguishablefromthosesoldforprofitinothermarkets.

(A.ugust29,2003)

結 果 は,先 行 詞 が 「不 定 冠 詞+物 」 の 場 合 と 同 じ で,主 格,目 的 格 と も,制 限 用 法 は す べ てthat,

非 制 限 用 法 は す べ てwhichで あ っ た 。 所 有 格whoseは,非 制 限 用 法 が1例 の み 検 索 さ れ た 。 ま

た 用 例 の 数 に つ い て は,非 制 限 用 法 の 主 格whichの 場 合 は 定 冠 詞 を 伴 う場 合 の 方 が 圧 倒 的 に 多 い

が,そ の 他 の 場 合 は 大 き な 差 は な い と 言 え る 。

表2先 行 詞 が 「定 冠 詞+物 」 の 場 合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的 格) which(目 的 格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

72 0 0 20 0 1 10 0 0 2

第 三 に,あ ま り例 は 多 く な い が,ql)の よ う に 先 行 詞 が 「所 有 格+物 」 の 場 合 を 見 て み る 。

(11)a....Washingtonshouldconcentrateonimprovingitsprecision-guidedbombsand

missilesthatcarryconventionalwarheads.(June2,2003)
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b.Mr.Libeskind'soriginalplan,whichwasexecutedrapidlyforacompetition,was

inevitablygoingtobechanged....(July14,2003)

c.ThatincludesKoumbia'slittleschoolhouse,whosethirdclassroomremains

unfinished.(August5,2003)

こ こ で は 目 的 格 は 検 索 さ れ な か っ た が,基 本 的 な 結 果 は 同 じ で,制 限 用 法 はthatの み,非 制 限

用 法 はwhichの み で あ っ た 。 所 有 格 のwhoseは,こ こ で も1例 検 索 さ れ た 。

表3先 行 詞 が 「所 有 格+物 」 の 場 合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的 格) which(目 的格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

1 0 0 2 0 1 0 0 0 0

第 四 に,先 行 詞 が 「無 冠 詞+物(単 数 名 詞)」 の 場 合,つ ま り,⑫ の よ う に,先 行 詞 が 数 え ら れ

な い 名 詞 で あ る 場 合 を 見 て み る 。

(12)a....anditispossiblehecouldprovideevidencethatcouldassistMr.Moussaouiinhis

defense.(July28,2003)

b.Norcanitconsidermilitaryaction,whichcouldigniteanewwarontheKorean

peninsula....(July18,2003)

こ こ で も 目 的 格 は 検 索 さ れ な か っ た が,主 格 の 用 法 に つ い て の 結 果 は 同 じで,制 限 用 法 は す べ て

that,非 制 限 用 法 は す べ てwhichで あ っ た 。

表4先 行 詞 が 「無冠 詞+物(単 数 名 詞)」 の場 合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的格) which(目 的 格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

14 0 0 3 0 0 0 0 0 0

第 五 に,先 行 詞 が 「無 冠 詞+物(複 数 名 詞)」 の 場 合 を 見 て み る 。

(13)a.Countriesthatdonotagreetobothchangesshouldbecutofffromallcivilian

nuclearcooperation....(July27,2003)

b.It'salsohardforfarmstates,whichthinkoffederalaidsimplyasawaytohelp

hard-workinglocalfarmers....(August5,2003)

c....lawsuitsagainstolderpowerplantswhoselargelyunregulatedemissions

contributesignificantlytoairpollutionintheNortheast.(August13,2003)

結 果 は 同 じ で,制 限 用 法 は 主 格,目 的 格 と もす べ てthat,非 制 限 用 法 は す べ てwhichで あ っ た 。
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表5先 行詞が 「無冠詞+物(複 数名詞)」 の場合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的 格) which(目 的 格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

55 0 0 6 4 0 5 0 0 0

第 六 に,先 行 詞 が 「物(固 有 名 詞)」 の 場 合 を 見 て み る 。

(14}a.Moscow,whichishelpingIranbuildacivilianpowerreactor,mustmakeclearthat

itwillendallnuclearcooperation....(June22,2003)

b....theymuststartwiththeneedtorefashionNASA,whosereputationfor

engineeringexcellenceanddedicationtosafetyisintatters.(July6,2003)

こ こ で は 制 限 用 法 は 検 索 さ れ ず,非 制 限 用 法 のwhichとwhoseが 検 索 さ れ た 。

表6先 行 詞 が 「物(固 有 名 詞)」 の場 合

that(主 格) which(主 格) whose that(目 的 格) which(目 的格)

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 非制限 非制限

0 0 0 3 0 1 0 0 0 0

以上,物 を先行詞とする前置詞を伴わない関係代名詞を6種 類見てきた。これらの検索結果から,

いずれの場合 も,主 格であれ目的格であれ制限用法はthat,非 制限用法はwhichが 用いられると

いうことが言える。また所有格whoseは,制 限用法でも非制限用法でもよく用い られている。

先行詞の冠詞については,不 定冠詞,定 冠詞,無 冠詞のどの場合でもたくさん用例があ り,定 冠

詞でなければならないということはないと言える。

3.2.人 を先 行 詞 と す る前 置 詞 を伴 わ な い関 係 代 名 詞

次 に,関 係 代 名 詞 が 人 を先 行 詞 と し,前 置 詞 を伴 わ な い場 合 につ い て,5つ の カテ ゴ リー に 分

けて 見 て い く。 な お,「 無 冠 詞+物(単 数 名 詞)」 と い う カ テ ゴ リー が あ るの に 「無 冠 詞+入(単

数 名 詞)」 とい う カ テ ゴ リー が な い の は,普 通 名 詞 が 無 冠 詞 の 単 数 形 で 用 い られ る の は抽 象 名 詞

や 物 質 名 詞 な どの 「物 」 で あ るた め,「 無 冠 詞+人(単 数 名 詞)」 とい うの は 用 例 が ない か らで あ

る 。 またthatとwhoは,主 格 で も 目的 格 で も用 い られ る と され て い る が,こ こで 扱 った デ ー タ

に は 目的 格 の 用 例 が なか っ た。 したが っ て,こ こ で のthat,whoの 用 例 数 はす べ て 主 格 と して の

もの で あ る 。

まず,先 行 詞 が 不 定 冠 詞 を伴 う場 合 を見 て い く。

(15)a.Hewasacommunityactivistwhocampaignedagainstgunviolencebutwas

..
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licensedtocarryagun.(July24,2003)

b....averytypical,andverypoor,Filipinosharecropper,whose12-year-oldsonis

embarrassedthathisfamilycannotaffordtobuyhimaballpointpenornotebook

forschool.(July20,2003)

主 格 に つ い て は 制 限 用 法,非 制 限 用 法 と もwhoの み 検 索 さ れ た 。 所 有 格whoseは 非 制 限 用 法 の

用 例 が あ っ た が,目 的 格 は 制 限 用 法,非 制 限 用 法 と も ユ例 も な か っ た 。

表7先 行 詞 が 「不 定 冠 詞+人 」 の場 合

that who whose whom

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限

0 0 17 2 0 2 0 0

第 二 に,定 冠 詞 を 伴 う場 合 を 見 て い く。

(16)a.Tragically,thetruckbomberswhoblewuptheUnitedNationsheadquartersin

Baghdadyesterdayhavealreadysucceededonthefirstscore.(August20,2003)

b.Candidateslikethisofferaparticularchallengeforthevoters,whohavetogetpast

thescreenpersona....(August$,2003)

c....coulddecidetorigthecatfishgametocutouttheveryVietnamesefarmers

whoseenterpriseithadoriginallyencouraged.(July22,2003)

結 果 は 不 定 冠 詞 を 伴 う 場 合 と 同 じ で,主 格 は 制 限 用 法,非 制 限 用 法 と もwhoの み 検 索 さ れ た 。

所 有 格whoseは 制 限 用 法 が1例 検 索 さ れ た が,目 的 格 は1例 も な か っ た 。 ま た 用 例 の 数 も,不

定 冠 詞 を 伴 う 場 合 と ほ ぼ 同 じで あ っ た 。

表8先 行 詞 が 「定冠 詞+人 」 の場 合

that who whose whom

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限

0 0 12 3 1 0 0 0

第 三 に,所 有 格 を 伴 う 場 合 を 見 て み る 。

(17)_andtheirsons,whoaremanningPortAuthorityswitchboards,dotheirbestto

comfortthem....(August30,2003)

こ の 例 は 少 な く,非 制 限 用 法 のwhoが1例 の み 検 索 さ れ た 。
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表9先 行詞が 「所有格+人 」 の場合

that who whose whom

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限

0 0 0 1 0 0 0 0

第 四 に,複 数 形 で 無 冠 詞 の 場 合 を 見 て み る 。

(18)a.PresidentGeorgeW.Bushandhispartnersinthequartetthatdrewtheroadmap

‐theUnitedNations
,theEuropeanUnionandRussia‐mustnownotrelentin

theirpressureonbothsides.(July2,2003)

b,SenatorHatchsaysheworriesforcitizenswhocannot"legallyreachforafirearm"

whenconfrontedbyagun-wieldingpredator.(August2,2003)

c.Bycuttinggenerouschecksto25,000Americancottonfarmerswhoseaveragenet

worthisnearly$ユmillion,Washingtonunderwritesmassiveoverpopulation.

(August5,2003)

こ こ で は,制 限 用 法 の 主 格thatが1例 検 索 さ れ た 。 しか しそ の 例 は(ユ8a)の よ う な 特 殊 な も の

で,先 行 詞 を 複 数 の 人 と して 見 る こ と が で き る も の の,グ ル ー プ ・組 織[物]と し て 見 る こ と も

で き る と い う も の で あ っ た 。 こ こ で も基 本 的 に は,主 格 はwho,所 有 格 はwhoseが 使 わ れ,目

的 格 は 使 用 さ れ て い な か っ た 。 ま た 用 例 数 は,不 定 冠 詞 や 定 冠 詞 を 伴 う 場 合 よ り も 多 か っ た 。

表10先 行 詞 が 「無 冠 詞+人(複 数 名 詞)」 の場 合

that who whose whom

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限

1 0 45 5 2 1 0 0

最 後 に,固 有 名 詞 の 例 を 見 て み る 。

(19)a....JohnEnsign,whoisoneoftwoveterinariansintheSenate.(July13,2003)

b....thearchitectDanielLibeskind,whosedesignforgroundzerowaschosenatthe

endofaverypublicprocess.(Julyユ4,2003)

結 果 は 物 が 先 行 詞 の 場 合 と 同 じ で,制 限 用 法 は1例 も 検 索 さ れ な か っ た 。 ま た,こ こ で もthat

やwhomの 用 例 は な く,主 格whoと 所 有 格whoseの み が 検 索 さ れ た 。
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表11先 行詞 が 「人(固 有名詞)」 の場 合

that who whose whom

制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限 制限 非制限

0 0 0 27 0 2 0 0

以上の結果から言えることは,人 が先行詞の場合は,制 限用法であれ非制限用法であれwhoが

用いられるということである。また所有格whoseの 用例は,制 限用法,非 制限用法 とも,い く

つか検索 されたが,目 的格は1例 も検索 されなかった。このことから,物 を先行詞とした場合と

違い,人 を先行詞とした場合は,目 的格は省略するのが普通だと言うことができる。冠詞につい

ては,物 を先行詞 とする場合 と同じで,不 定冠詞,定 冠詞,無 冠詞のどの場合もたくさん用例が

検索されたことから,定 冠詞でなければならないということはないと言える。

3.3.そ の 他 の 前 置 詞 を 伴 わ な い 関 係 代 名 詞

以 上 の 例 の 他,前 置 詞 を 伴 わ な い 関 係 代 名 詞 と し て,前 文 内 容 を 受 け る 非 制 限 用 法 の 目 的 格

whichが1例 検 索 さ れ た 。 ま た,先 行 詞 が 「another+物 」 と い う場 合 が あ り,制 限 用 法 のthat

が 主 格1例 と 目 的 格1例 検 索 さ れ た 。 他 に はsomeoneを 先 行 詞 と す る 制 限 用 法 の 主 格whoが1

例,somethingを 先 行 詞 と す る 制 限 用 法 の 主 格thatが1例 検 索 さ れ た 。

ま た,一 般 にthatが 好 ま れ る と さ れ る 「every+物 」 が1例 あ り,(20a)の よ う に 直 前 に 接 続

詞 のthatが あ る に も か か わ らず6〕 制 限 用 法 の 主 格thatが 使 わ れ て い た 。 も う 一 つ,thatが 好 ま

れ る と さ れ る,先 行 詞 にanyが 含 ま れ る も の が3例 検 索 さ れ た が,(20b)一(20d)に 見 ら れ る よ

う に,「any+人(anyone)」 が 先 行 詞 の 場 合 は 制 限 用 法 のwho,「any+物 」 が 先 行 詞 の 場 合 は 制

限 用 法 のthat,非 制 限 用 法 のwhichが 使 用 さ れ て い る 。

(20)a....itisnotsensibletobelievethat _everyvillagethatwasinhabitedinCharlemagne's

daymustbesustained.(August31,2003)

b.ItisstunningthatanyonewholivesandlaborsinWashingtonseesthecity'sgun

problemasaSecondAmendmentcampaigntableau....(August2,2003)

c....canalsoagreeamongthemselvestocutoffreactorfuelexportstoanycountry

thattriestobuilditsownuraniumenrichment....(June22,2003)

d.MostglaringlyabsentwasanyreformofEurope'ssubsidy-richcommon

agriculturalpolicy,whichgobblesuphalftheunion'sbudget....(June23,2003)

つ ま り,こ れ ら の 場 合 で も,人 が 先 行 詞 な らwho,物 が 先 行 詞 で 制 限 用 法 で あ れ ばthat ,非 制 限
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用 法 で あ れ ばwhichが 用 い られ て い る 。 先 行 詞 にany,everyな どが 含 まれ るか ど うか とい う こ と

よ りも,先 行 詞 が 物 か 人 か,制 限 用 法 か 非 制 限 用 法 か,と い う こ との 方 が,使 用 され る関 係 代 名

詞 を 決 定 す る の で あ る 。

3.4.前 置 詞 を 伴 う 関 係 代 名 詞

次 に,(21)の よ う に 関 係 代 名 詞 が 前 置 詞 を 伴 う 場 合 を 見 て い き た い 。 上 記 と 同 じ11の カ テ ゴ

リ ー で 見 て い くが,which,whom以 外 に 用 例 が な か っ た た め,そ の 他 の 関 係 代 名 詞 は 表 に 載 せ

て い な い 。

(ZI)a.ThisisaterribleproposalforwhicheventheJusticeDepartmenthaslittle

enthusiasm.(August13,2003)

b....itstruckdownMichigan'sundergraduateadmissionsprogram,inwhichstudents

wereevaluatedona150-pointscale....(June24,2003)

c.ButitisfavoredbythehomebuildersandotherintereststowhomtheWhite

Housefeelsindebted.(August13,2003)

d....theninejustices‐sevenofwhomwereappointedbyRepublicanpresidents‐

wouldissuealandmark....(June29,2003)

表12関 係 代 名詞 が前 置詞 を伴 う場 合

which whom

制限 非制限 制限 非制限

不定冠詞+物 6 1

定冠詞+物 3 2

所有格+物 1 2

無冠詞+物(単 数名詞) 0 0

無冠詞+物(複 数名詞) 2 3

物(固 有名詞) 0 0

不定冠詞+人 0 0

定冠詞+人 1 1

所有格+人 0 0

無冠詞+人(複 数名詞) 0 0

人(固 有名詞) 0 0

こ れ以 外 に 「another+物 」 を先 行 詞 と した 制 限 用 法 のwhichが1例 検 索 さ れ た。 ち な み に,関

係 代 名 詞 と共 起 す る 前 置 詞 につ い て は,inwhichが13例,onwhichが3例,forwhichが2例,
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ofwhichが1例,towhichが1例,withoutwhichが1例,ofwhomが1例,towhomが1例 で

あ っ た 。 表12か ら わ か る よ う に,前 置 詞 を 伴 わ な け れ ば 非 制 限 用 法 で しか 用 い ら れ な か っ た

whichは,前 置 詞 を伴 え ば 制 限 用 法 で も よ く用 い られ て い る。 また,前 置 詞 が な け れ ば全 く用 い

られ なか ったwhomも,制 限用 法,非 制 限用 法 と も用例 が検 索 され た 。

3.5.調 査 結 果 か らわ か る こ と

以 上 の 検 索 結 果 か ら,TheNewYoYkTimesのEditorials/Op-Edに お け る 関係 代 名 詞 の 用 法 を,

次 の よ う に ま とめ る こ とが で き る。

まず 目的 格 の 省 略 に つ い て で あ るが,た しか に人 を先 行 詞 と した 関 係 代 名 詞whom,that,who

は 省 略 さ れ る の が 普 通 と言 え るが,物 が 先 行 詞 の 場 合 は そ うで は な い。 目 的格 のthat,whichは

比 較 的 よ く使 用 され る。 た だ し,thatはwhichと は異 な り,前 置 詞 を伴 う こ とが な く,非 制 限用

法 と して 使 わ れ る こ と もな い 。 また,thatは 先 行 詞 が 人 で あ って も物 で あ って も使 用 で き る と い

う こ とは事 実 で あ る が,実 際 に は人 が 先 行 詞 の と き に使 用 され る こ と は ほ とん ど ない 。 関係 代 名

詞thatが 好 ん で使 わ れ る の は,物 を 先 行 詞 とす る 制 限 用 法 の と きで あ り,人 が 先 行 詞 で あ れ ば,

た とえ 先 行 詞 にanyな どが 含 まれ て い よ う とwhoが 使 わ れ る。 一 方,物 を先 行 詞 とす るwhich

は,前 置 詞 を伴 え ば 制 限 用 法 で も非 制 限 用 法 で も使 わ れ るが,前 置 詞 を伴 わ ない 場 合 は非 制 限 用

法 に 限 っ て 使 用 され る。 所 有 格whoseは,先 行 詞 が 物 で あ っ て も人 で あ っ て も,制 限用 法 で も

非 制 限用 法 で も,よ く用 い られ る 。 固 有 名 詞 が 先 行 詞 の場 合 は,ど の 関 係 代 名 詞 で も非 制 限 用 法

で使 用 され る 。 また,先 行 詞 に つ け られ る 冠 詞 につ い て は,人 で あ れ 物 で あ れ,不 定 冠 詞,定 冠

詞,無 冠 詞 の どれ で も よ く用 い られ る。

4.HarryPotterの 英 語

前 節 で は2003年 のThe/VewYorkTimesを 対 象 と して分 析 を行 っ た。 こ の新 聞 は ア メ リ カの 代 表

的 な 日刊 紙 で あ り,し たが っ て,こ こ で使 用 され る語 法 は正 当 な英 語 と理 解 で きる が,イ ギ リス

英 語 に は 当 て は ま らな い もの もあ る。 つ ま り,物 を先 行 詞 とす る 関係 代 名詞whichは,前 置 詞 を

伴 わ な け れ ば制 限用 法 で は使 用 され な い とい うの は ア メ リカ語 法 で あ っ て,イ ギ リス英 語 は この

限 りで は な い こ とを 申 し添 え て お か な け れ ば な らな い。

世 界 中 で ベ ス トセ ラ ー と な っ た 『ハ リ ー ・ポ ッ タ ー と 賢 者 の 石 』 に は,HurryPotterandthe

Philosopher'sStoneと い う イギ リス 版 とHarryPotterandtheSorcerer'sStoneと い う ア メ リ カ版 が

一93一



・ 近畿大学語学教育部紀要3巻1号(2003・11)

あ る 。 も ち ろ ん,両 者 の 内 容 は 同 じで あ るが,関 係 代 名 詞whichの 用 法 に著 しい 違 いが 見 られ

る 。 まず,(22)一 ㈱ の よ うに,イ ギ リス 版 で は 制 限 用 法 で 用 い られ て い る の に ア メ リ カ版 で は非 制

限用 法 に 直 され て い るwhichが4例 あ る71。

㈱a。ItwasasHarrydodgedanotherBludgerwhichwentspinningdangerouslypasthis

headthatithappened.

b.ItwasasHarrydodgedanotherBludger,whichwentspinningdangerouslypast

hishead,thatithappened.

(23)a.Harrydidthebesthecould,tryingtoignorethestabbingpainsinhisforehead

whichhadbeenbotheringhimeversincehistripintotheForest.

b.Harrydidthebestheeould,tryingtoignorethestabbingpainsinhisforehead,

whichhadbeenbotheringhimeversincehistripintotheforest.

(24)a.`lt'sOK1'hecalleduptothelightthesizeofapostagestampwhichwastheopen

trapdoor.'It'sasoftlanding,youcanjump!'

b."lt'sokay!"hecalleduptothelightthesizeofapostagestamp,whichwasthe

opentrapdoor,"it'sasoftlanding,youcanjump1"

㈱a.`Thisway,'saidHarry,pointingdownastonepassagewaywhichwastheonly

wayon.

b."Thisway,"saidHarry,pointingdownastonepassageway,whichwastheonly

wayforward.

さ ら に,㈱ 一6Dの よ う に,イ ギ リ ス 版 で 使 用 さ れ て い る 制 限 用 法 のwhichが,ア メ リ カ 版 で は

thatに 書 き 直 さ れ て い る ケ ー ス が26例 も あ る 。 同 じ事 柄 を 表 現 す る の に,イ ギ リ ス 版 と ア メ リ カ

版 で こ の よ う な 違 い が 見 ら れ る の は 驚 くべ き こ と で あ る 。

(26)a,Hewaswearinglongrobes,apurplecloakwhichsweptthegroundandhigh-

heeled,buckledboots.

b.Hewaswearinglongrobes,apurplecloakthatswepttheground,andhigh-heeled,

buckledboots.

⑳a.IhaveonemyselfabovemyleftkneewhichisaperfectrnapoftheLondon

Underground.

b.IhaueonemyselfabovemyleftkneethatisaperfectmapoftheLondon

Underground.
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HisAuntPetuniawasawakeanditwashershrillvoicewhichmadethefirstnoise

oftheday.

HisAuntPetuniawasawakeanditwashershrillvoicethatmadethefirstnoiseof

theday.

TheonlythingHarrylikedabouthisownappearancewasaverythinscaronhis

foreheadwhichwasshapedlikeaboltoflightning.

TheonlythingHarrylikedabouthisownappearancewasaverythinscaronhis

foreheadthatwasshapedlikeaboltoflightning.

...andabottleofsomeamberliquidwhichhetookaswigfrombeforestartingto

maketea.

...andabottleofsomeamberliquidthathetookaswigfrombeforestartingto

maketea.

WithhistonguebetweenhisteethhescribbledanotewhichHarrycouldread....

WithhistonguebetweenhisteethhescribbledanotethatHarrycouldread....

Hehadjustthoughtofsomethingwhichmadehimfeelasthoughthehappy

ballooninsidehimhadgotapuncture.

Hehadjustthoughtofsomethingthatmadehimfeelasthoughthehappyballoon

insidehimhadgotapuncture.

...astheyclimbedabroken-downescalatorwhichleduptoabustlingroadlined

withshops.

...astheyclimbedabroken-downescalatorthatleduptoabustlingroadlinedwith

shops.

...anarch-wayontoacobbledstreetwhichtwistedandturnedoutofsight.

...anarchwayontoacobbledstreetthattwistedandturnedoutofsight.

Harrynowcarriedalargecagewhichheldabeautifulsnowyowl....

Harrynowcarriedalargecagethatheldabeautifulsnowyowl....

...exceptforasinglespindlychairwhichHagridsatontowait.

...exceptforasingle,spindlychairthatHagridsatontowait.

...heswallowedalotofnewquestionswhichhadjustoccurredtohim....

...heswallowedalotofnewquestionsthathadjustoccurredtohim....
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...andthelittleboatscarriedthemthroughacurtainofivywhichhidawide

openinginthecliffface.

...andthelittleboatscarriedthemthroughacurtainofivythathidawideopening

inthecliffface.

Thensomethinghappenedwhichmadehimjumpaboutafootintheair....

Thensomethinghappenedthatmadehimjumpaboutafootintheair....

Filchfoundthemtryingtoforcetheirwaythroughadoorwhichunluckilyturned

outtobetheentrance....

Filchfoundthemtryingtoforcetheirwaythroughadoorthatunluckilyturned

outtobetheentrance....

...theGryffindorcommonroomwhichmadethemallgroan.

...theGryffindorcommonroomthatmadethemallgroan.

...andtoldlong,boastfulstorieswhichalwaysseemedtoendwithhim....

...andtoldlong,boastfulstoriesthatalwaysseemedtoendwithhim....

ProfessorMcGonagallpointedthemintoaclassroomwhichwasempty....

ProfessorMcGonagallpointedthemintoaclassroomthatwasempty....

...amonstrousdog,adogwhichfilledthewholespacebetweenceilingandfloor.

...amonstrousdog,adogthatfilledthewholespacebetweenceilingandfloor.

...abrightbluefirewhichcouldbecarriedaroundinajamjar.

...abrightbluefirethatcouldbecarriedaroundinajainjar.

...makingviolentswishingmovementswhichalmostunseatedhim.

...makingviolentswishingmovementsthatalmostunseatedhim.

Steppingcarefullyovertheropewhichseparatedthesebooksfromtherestofthe

library,hehelduphislamptoreadthetitles.

Steppingcarefullyovertheropethatseparatedthesebooksfromtherestofthe

library,hehelduphislamptoreadthetitles.

...someanti-DarkArtsspellwhichSnapeneedstobreakthrough....

...someanti-DarkArtsspellthatSnapeneedstobreakthrough....

...hiseyeslingeringonthescarwhichstoodout,livid,onHarry'sforehead.

...hiseyeslingeringonthescarthatstoodout,livid,onHarry'sforehead.
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a....leavingthreeemptysquareswhichHarry,RonandHermionetook.

b....leavingthreeemptysquaresthatHarry,Ron,andHermionetook.

a....thetroubleis,humansdohaveaknackofchoosingpreciselythosethingswhich

areworstforthem.

b....thetroubleis,humansdohaveaknackofchoosingpreciselythosethingsthat

areworstforthem.

5.結 語

本 論 で は,関 係 代 名 詞 に つ い て,日 本 の 学 校 文 法 にお け る説 明 と,実 際 の 用 法 と を比 較 分 析 し

た 。 そ の 結 果,物 を先 行 詞 とす る場 合 は,制 限用 法 はthat,非 制 限用 法 はwhichが 使 わ れ,人

を 先 行 詞 とす る場 合 は 制 限 用 法,非 制 限 用 法 と もwhoが 使 わ れ る こ と が わ か っ た。 所 有 格

whoseは,ど ち らの先 行 詞 で も よ く使 用 され,目 的格 は 人 を先 行 詞 とす るwhom,that,whoは 省

略 され るが,物 を先 行 詞 とす るthat,whichは 比 較 的 よ く使 わ れ る こ とが 明 らか に な っ た 。 た だ

し関係 代 名 詞 が 前 置 詞 を伴 う場 合 は 事 情 が 異 な り,whichは 非 制 限 用 法 だ け で な く制 限 用 法 で も

よ く用 い られ,目 的 格whomも 使 用 さ れ る こ とが わ か っ た。 ま た,先 行 詞 の 冠 詞 につ い て は,

不 定冠 詞,定 冠 詞,無 冠 詞 の どれ で も よ く使 わ れ る こ とが わ か っ た 。

た だ し,こ れ らは ア メ リカ 英語 の特 徴 で あ り,特 に 関 係代 名 詞whichの 語 法 に 関 して は,イ ギ

リス英 語 との 間 に違 い が あ る。 こ の テ ー マ に つ い て は,今 後 両 方 の 英語 の デ ー タを も とに,さ ら

に深 く広 く調 査 分 析 す る必 要 が あ る。 こ れ に つ い て は,次 回 の 課題 と した い 。

注

1)こ こ で の 学 校 文 法 の 説 明 は,安 藤(1987),長 谷 川(1994),小 野(1990),杉 山(1998),高 梨

(1970),豊 永(2003),綿 貫(2000),安 井(1996)を 総 合 して ま と め た もの で あ る 。

2)主 格 の 関 係 代 名 詞 で もthereis構 文 で は 省 略 可 能 と さ れ るが,こ れ は 口 語 に 限 ら れ る。

i.Thereissomebody{who/that/一}comestoseeyou.

ii.There'snoone{who/that/一}runsfasterthanCharles.

3)安 藤(1987)は,whichは か た い 文 語 でthatは 口 語 と 説 明 し,綿 貫(2000)は,物 を先 行 詞 とす

る制 限 用 法 の 関 係 代 名 詞 は,く だ け た 英 語 で はwhichよ りthatが 好 ま れ る と し て い る 。 一・方,安

井(1996)は,先 行 詞 が 物 の 場 合 に は 主 と してthatを 用 い る が,whichを 用 い る こ と も で き る,

と して い る。
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4)先 行詞 に形 容 詞 の最 上級,序 数theonly,thesame,thevery,all,any,every,noな どが 含 まれ る

場 合 につ い て は,小 野(1990),高 梨(1970)は,口 語 で はwho,whichが 使 われ る こ と も多 い と

してお り,安 藤(1987),長 谷 川(1994),杉 山(1998)は,人 が 先行 詞 な らthatで は な くwhoが

使 われ る こ とも多い としてい る。

5)(8a)は,話 し手 が 先 週 帽子 を買 っ た とい うこ と を聞 き手 が 知 らない 場 合 に用 い られ,(8b)は,

聞 き手が そ れ を知 ってい る場合 や,今 その帽 子が 話題 にな ってい る場合 な どに用 い られ る。

6)高 梨(1970)は,近 くにthatが あ るの にthatを 使 う と,that‐thatと 口調 が悪 くな るので,そ う

い う場 合 の 関係代 名詞 はthat以 外 を使 うのが 良い としてい る。

7)(2?」-6Dは,(a)がBloomsburyの イ ギ リ ス版,(b)がScholasticの ア メ リ カ版 か らの 引 用 で あ る

(下線 は筆 者)。
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